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くりは､ プロ養成の職業教育や研究対象として展開されることが多い｡ しかし､ 高等教育機関におい
ても､ ものづくりによって ｢考える力｣ ｢工夫する力｣ ｢集中力｣ ｢美的感性｣ などを高めることが出
来るだけでなく､ ものづくりの楽しさを利用して､ 教育的に大きな効果をもたらすことが可能である｡
高等教育機関においても､ これからの教育方法を工夫する上で､ ものづくりをいかに取り入れ､ 位置
づけていくかが重要な課題となると考えられる｡
一方､ 経済産業省2012年度版ものづくり白書によれば､ ｢我が国のものづくり人材の育成
にあたっては､ 大学の工学関連学部､ 高等専門学校､ 高等学校の専門学科､ 専修学校において
行われる職業教育が大きな役割を担っている｡ また､ 我が国のものづくりの次代を担う人材の
育成のためには､ 小学校､ 中学校､ 高等学校における理数教育等を始めとしたものづくり教育
を充実していくことや､ あらゆる学校段階を通じた体系的なキャリア教育を推進していくこと




程に ｢ものづくり教育選修｣ を開講した東京学芸大学では､ 学校とは別に運営しているも
のづくり教育のの中で､ 東京学芸大学副学長の田中喜美氏が ｢『ものづくり教育』 なる用
語が､ 世間で市民権を得たものになっているかは､ はなはだ疑わしい｡ 少なくとも､ 『ものづ
くり教育』 がきちんと定義され､ それが教育界である程度の合意に達しているという状況では




ものづくりは､ 前述の ｢ものづくり教育・学習に関する懇談会｣ 報告書に見られる目的の一
つ一つが示すように､ まず､ ほかの目的の手段として興味を持たせるために ｢楽しい｣ ことが
理由で取り上げられるものである場合や､ 技術や技能を学ぶ場合や､ またそれとともに技術者
や技能者の役割の重要性を理解するためや､ それとは全く異なり､ 創造力や集中力､ 忍耐力､
工夫する力など､ 社会的基礎力を高めることを期待する場合があると言える｡ つまり､ 同じも
のづくりという言葉であっても､ それが人の注意を喚起するためだけの ｢手段｣ としてのもの
であったり､ 社会的な基礎力を養うといった ｢目的意識的な手段｣ として用いられる場合であっ
たりするだけでなく､ ものづくりそのものが目的であり､ 良いものを作るためのノウハウを学
んだり､ 熟練した技術を身につけたり､ ものづくりを通して､ デザインや美的な感性を学んだ
りするといった､ 多様な期待を込めてものづくりが行われているのだと考えられる｡
三重大学教育学部松本金矢氏は､ 平成13年度県内高等教育機関と県との共同研究 ｢早期もの











明確にし､ 目的や対象ごとに分類した上で､ 実践のための条件を定め､ 手段を選択する必要が






する過程で得られる､ 創造力､ 忍耐力､ 協調性など､ 多面的な人間的成長への期待が背景にあ
る場合も多い｡ 前述の東京学芸大学の定義においても､ ｢対象物を変化させる｣ ＝ ｢ものづく
りそのもの｣ と､ それによる児童自身を変化・発展させることを期待するというものづくりの





中学・高校時においては､ ものづくりは ｢技術・家庭｣ ｢美術｣ に限られることが多く､ 理
科領域の一部に見られるにとどまっていることが多い｡ 教科の性格や内容によって､ 目的は異
なってくるが､ 受験を見据えた教育の中で､ どちらかといえば軽視される傾向にあるのではな
いだろうか｡ 三重大学教育学部の松岡守氏は ｢早期ものづくり教育に関する調査報告書｣ の中
で ｢イギリスにおいては､ 日本の小学１年生から高校３年生に対応する全学年で必修となって
いるのは､ 英語 (つまり国語)､ 数学､ 理科､ 技術 (ものづくり)､ 情報､ 体育であることがわ




高専､ 短大､ 大学といった高等教育においては､ 専攻､ 専門がものづくりに関わるかどうか



















｢プロ養成｣ や ｢研究対象｣ 以外のものづくりにも､ ものづくりをある程度の目標に据えな








ツ工科大学 (米) においても折紙に対する注目度が高まっているというほど､ 折紙の有用性
についての認識は広まっている｡
元来､ 折紙は研究と関わりが深く､ 様々な分野の第一人者が折り紙に着目し､ 成果を上げて
きた経緯がある｡ 三浦公亮氏 (東京大学名誉教授・文部科学省宇宙科学研究所) が1970年に宇
宙構造物の模型制作においてミウラ折りと呼ばれ､ 地図等に広く活用される折り方を考案し､
大きな注目を集めた｡ 建築分野でも､ 1981年に東京工大教授の茶谷正洋氏が､ 折り紙の手法を


















５. ものづくり科目の事例 ｢ハンドクラフト｣ について
本学では､ 生活学科の総合目標として ｢生活および仕事のための基礎力 (人間関係力､ 美的
感性など) をつける｣ を掲げており､ 基礎力の具体的な内容としては ｢人間関係力｣ ｢美的感
性｣ そして ｢広い意味での研究力 (仕事力・生活力)｣ の３つを想定しており､ その目標にそっ
たカリキュラムの一つとして ｢ものづくり｣ を通じてそれらの基礎力を高めることを考えてい
る｡ 代表的な科目の一つにコースにかかわりなく履修できる ｢ハンドクラフト｣ がある｡
４年前から開講しているこの科目は､ 一種類のものづくりではなく､ 多様なものづくりの体






数は18名である｡ ものづくりの一部として､ ①絵画､ ②工作､ ③手芸､ ④料理といった分野ご
とに好きかどうかをたずねてみたが､ 工作がやや好まれてはいるものの､ さほどものづくりが
好きという印象はない｡ 最も大きな特徴は､ ⑮ ｢先生の講義を聞く授業が好きである｣ という
学生が非常に少なく､ 反面⑯ ｢自分が手を動かす授業が好きである｣ という学生が大多数であ
る点であろう｡ ⑨ ｢みんなでワイワイ作業するのが好き｣ という項目も､ ⑩ ｢一人でじっくり
作業するのが好き｣ という項目もどちらも肯定的であり､ 友達と一緒にするだけでなく､ 一人
で集中して作業することも含めて､ 手を動かすことに肯定的であると言える｡ ⑬ ｢難しいこと
は避けて通りたい｣ という項目も肯定的であり､ ｢楽である｣ ことだけを求めている学生たち
であるかの印象を受けるかもしれないが､ 一般論としての回答として捉えたい｡ 図２は､ もの
づくりの過程で大切な材料がないことに気づいたらどのような行動をとるかとたずねたもので












レンジ｣ の７種類のものづくりである｡ ｢書に遊ぶ｣ ｢彫金で指輪作り｣ ｢ガラス絵｣ はプロの
アーティストが参加しているものづくり工房 ｢波止場町×｣ にて行った｡ ｢彫金｣ と









がそれなりに満足できるものになることを考えている｡ 単なる ｢楽しさ｣ ｢楽さ｣ だけで履修
したのかもしれないが､ これまでの履修者の多くは ｢こんなに頭を使ったのは久しぶりだ｣ と
いう感想を漏らしていた｡ 授業終了時にものづくりで使ったものが､ 手先や体でなく､ 集中力
でもなく､ ｢頭｣ だという感想に驚いたものである｡
図３は授業終了後の学生のアンケート結果である｡ 全体的にみて概ね肯定的な評価であると
いえよう｡ 最も高評価であるのは､ ② ｢友達と一緒に作業して楽しかった｣ ではあるが､ ①
｢作品は自分なりにうまくできた｣ ⑦ ｢作った作品には愛着がある｣ ④ ｢制作した作品は使え
そうだ｣ への高い評価に見られるように､ 制作したものが満足でき､ 愛着が持てるものである
ことはものづくりをする上で非常に大切であると考えられる｡ そして⑨ ｢考えたり工夫したり
することが多い｣ と感じる人が多いことも例年通りであり､ ものづくりをすることは､ 非常に
考えたり工夫したりすることが求められ､ ｢楽しさ｣ が意欲を高めることにつながっていると
考えられる｡
この ｢ハンドクラフト｣ の授業を通じて最も印象的であるのは､ 学生たちが他の授業以上に
積極的に熱心に授業に取り組んでいたことである｡ 授業開始時間の前から登校し､ 学校の閉門











用いるスタディモデルでも､ 完成作品を第三者 (多くは依頼者) に理解してもらうために作る
完成模型でもなく､ 本学ではインテリアコースの学生に､ 最初に理想の部屋の模型制作をさせ
ている｡ 120で作ったドールハウスのようなリアルな模型を作成することで､ 建築や家具につ
いての関心を高め､ 知識を深めてもらうことが目的である｡ 木材や畳表､ 丁番など金具も使用
し､ 部屋と室内装飾品､ 家具を作成することで､ 大まかなインテリアコーディネートを体験し､
住宅の構造の一部にまで興味を持つことができると考えている｡ 学生は自分の理想とする空間





絵画制作､ 地図作り､ エッセイづくり､ ラジオ番組作り､ 映画製作を課題としている｡ 美術
専攻の学生が絵画を書くのではなく､ 映画製作を専門とするわけでもないため､ 絵画の美しさ
や映画の素晴らしさが問われるものではない｡ それらを制作することで､ 本当は自分に見えて





ものづくり教育は､ 高等教育機関においては ｢プロ養成｣ と ｢研究対象｣ が主である｡ しか
しながら､ ものづくりを楽しむことで得られる人間の意欲は､ 熱意を高め､ 気づかない間に通
常以上の努力をさせ､ そのことから ｢工夫する力｣ や ｢創造力｣ ｢集中力｣ ｢実践力｣ ｢諦めな




































｢早期ものづくり教育に関する調査研究報告書｣ ３. ４ ｢ものづくり教育の意義と条件｣ において､
冒頭でものづくり教育の多様性に触れている｡
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 平成13年度県内高等教育機関と県との共同研究
｢早期ものづくり教育に関する調査研究報告書｣ ３. ５ ｢ものづくり教育に対する現状の認識と提
言｣ の中で､ イギリスの2002年以降のカリキュラムの必修科目を一覧に示し､ そのコメントとして
述べている｡
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 ｢ハーバード白熱日本史教室｣ 北川智子著 新潮新書 20125
著者の３年間 (執筆時は２年半) の講義内容と講義に対する学生の評価が示されている｡
＜参考資料＞
｢ハンドクラフト学生作品｣
｢室内模型学生作品｣
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